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 While reconstruction is progressing in Great East Japan Earthquake stricken area, it may not pay attentions for the 
pre-disaster regional context. The purpose of this study is understanding the regional patterns of the disaster-stricken 
areas based on the testimonies recorded in the "Town of Memories Workshop" in order to prevent the disconnection of 
the regional context. This study assesses regional patterns using the correspondence analysis of testimonies in each 
year and nouns included in testimonies of Iwate Prefecture recorded after the second year. The results show that 12 
areas in Iwate Prefecture were classified into 4 patterns. 
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1． 研究の背景と目的 
 2011年 3月 11日の東日本大震災により，岩手や宮城，

福島の東北 3 県をはじめとする多くの地域において甚大

な被害が発生した． 

ハード面の復興が進み新しい地域空間ができているが，

被災前の地域空間とは大きく様相を変えてしまい地域の

文脈の断絶が進んでいる恐れがある(1)．そのような状況

において記憶の場の消滅という危機感から，地域の集合

的記憶への関心が高まったことが指摘され(2)，各地域の

人々が有する記憶をいかに留めておくかが課題とされて

いる(3)． 

上記の課題の解決に向けて，東日本大震災被災後に記

憶を継承するための様々な取り組みが行われている． 

 その中で被災前の地域の姿や営みの記憶を継承しよう

とする取り組みの 1 つとして「失われた街」模型復元プ

ロジェクトの「記憶の街ワークショップ(以下記憶の街

WS)」の活動が進められている(4)．同様の事例の中でも特

に多くの被災地で，大量の住民の証言が記録されている． 

地域の記憶を留めておくことが記録し伝えていくこと

だと仮定すると，そのためにはその記憶の特性を把握・

整理し，可能な限り伝わりやすくしていく必要があると

考える．しかし，記憶の街 WSで記録された証言の特性に

ついての分析は十分なされていない． 

 そのため，本研究では東日本大震災被災地における地

域文脈の断絶の緩和に向けて，記憶の街 WSで記録された

証言を分析し，各被災地域の被災前の特性を把握するこ

とをその目的とする．具体的には，広範囲の被災地域を

被災前の特性から如何に類型化ができるか検討するもの

である． 

 

 

2． 先行研究と位置づけ 
東日本大震災被災地は復興構想会議の提言(5)など，そ

の地理的配置や被害状況から類型化されることが多いが，

本研究では被災地の地域文脈の断絶の緩和に向けて，被

災前の多様な地域の特性からみた類型化を試みる． 

被災前の地域の特性を住民の記憶から捉えた研究とし

て，槻橋ら(6)の記憶の街 WSを通じた被災し物理的に地域

空間を喪失した状況における，地域社会継承のための固

有の空間的基盤の再生可能性について考察した研究があ

る．記録された証言についてその特性の読み取り方や，

被災前の大槌町町方地区の証言の特性を読みとった結果

が示されている． 

またそれに呼応し，佐藤ら(3)は事前復興計画の策定手
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法確立という観点から記憶継承方法を考察し，和歌山県

由良町衣奈地区において被災前からの固有の地域文脈の

再生可能性が示されている． 

これらは広い被災地域のごく一部の特性を示したもの

であり，本研究では，広域の地域空間の特性の包括的な

分析を行い，類型化を試みる点で新規性がある． 

 

 

3． 研究方法 
(1)記憶の街 WS(7) 

本研究では記憶の街 WSで得られた「つぶやき」を分析

する． 

「記憶の街 WS」（7）では岩手・宮城・福島の各被災地

を対象に住民と震災前の地域模型を用いて着彩―対話型

WS を行っている．その中で，比較的短い記憶などを記載

した「記憶の旗」や地域空間を認知した上での証言を記

載した「つぶやき」で示される地域の記憶を多量に集め

ている．「つぶやき」証言は，模型を眺め記憶の中でか

つての空間を想起しながら語られる言葉である．そのた

め「つぶやき」は，言及される場所の有無や，場所の性

質により地点として一か所に指定できる場所や領域とし

て空間上に場所を特定可能か分類されている． 

 また，記憶の街 WSごとに「つぶやき」はまとめられて

おり，その WS の期間はさまざまである．2011 年 3 月 11

日に東日本大震災が発生し，同年 3月 25日に「失われた

街」模型復元プロジェクト実行委員会が発足した．その

後，同年 6月 28日～7月 2日にプレ WSが行われ，同年 8

月 7日～8月 11日に「第 1回記憶の街 WS」が気仙沼にて

行われた．そして現在まで活動が続けられている．「つ

ぶやき」がまとめられている WSを表１に示す． 

記憶の街 WSの「記憶の旗」と「つぶやき」には重複す

る証言内容もあるため，今回は「つぶやき」のみを分析

することとする．「記憶の旗」に関しては単語のみのも

のも多いが，「つぶやき」がより文章として長く，内容

が分かりやすい上に分析において処理がしやすいことも

分析対象として選んだ理由である． 

また，発話者により「つぶやき」量が異なるが，本研

究では「つぶやき」はすべて幾らかの句点で絞められた

文章とし，一つの句点で形成された文数を証言数とする． 

 

(2)分析手法について 

前記した「つぶやき」を対象として，人為的な操作も

少なく膨大なデータを扱うことができる RMeCabのテキス

トマイニングを用いて分析をする(8)．そして以下の手順

をとる． 

①全つぶやきを記録年ごとに分けてコレスポンデンス

分析を行い，記録年ごとの証言特性の違いを示す． 

②岩手県のつぶやきに含まれる名詞についてコレスポ

ンデンス分析を行い，散布図を描画する． 

③散布図から各地域の類型分けを行う． 

 

 

4． 「つぶやき」にみる震災の影響 
 「つぶやき」には地域の様子として様々な事柄が述べ

られているが，震災に関する発話も含まれている．「つ

ぶやき」には地域の様子として様々な事柄が述べられて

いるが，震災に関する発話も含まれている．震災後の経

年による「つぶやき」の内容への影響を明らかにするこ

とで，実施時期における記憶の街 WSの特性，並びに地域

の特性を抽出するためのデータとしての有用性を調べる． 

「つぶやき」にテキストマイニングを用いて，単語の

出現数が証言数に対して 1％以上の名詞と動詞（非自立

詞，数詞，固有名詞，接尾詞，代名詞は除く）の地域毎

のデータセットを作成する． 

 データセットにコレスポンデンス分析を行うと図 1 の

ようになる．ｘ軸は，右側に「仮設」，「亡くなる」， 

「全壊」など震災に関連する単語が多く，左側に「遊

ぶ」，「食べる」，「公園」など日常生活に関連する単

語が多いため，「日常―被災」と読むことができる．震

災後から経年 1 年目はｘが約 1 に位置しており，経年 2

年目から 7 年目ではｘが-0.5 から 0 に位置している．ｘ

軸に震災の影響が表れているため，経年 1 年目はそれ以

降に対して「つぶやき」データが大きく震災の影響を受

けていることが分かる． 

 

表 1 記憶の街 WS一覧

 

No WS名 都道府県 対象自治体 期間 来場者数 証言数 No WS名 都道府県 対象自治体 期間 来場者数 証言数

1 第１回 記憶の街WS 宮城県 気仙沼市 2011.08.07-08.11 100 114 21 記憶の街WS in ⽯巻 宮城県 ⽯巻市 2014.07.26-08.01 3118 439

2 第２回 記憶の街WS 宮城県 気仙沼市 2011.08.17-08.21 80 431 22 記憶の街WS in ⼤沢 宮城県 気仙沼市 2014.08.07-08.15 200 215

3 鹿折WS 宮城県 気仙沼市 2011.09.03-09.05 50 104 23 記憶の街WS in 閖上 宮城県 名取市 2014.10.13-10.19 1024 244

4 第一回 記憶の街WS in ⼤島 宮城県 気仙沼市 2012.03.17-03.18 60 206 24 記憶の街WS in 山元町 磯地区 宮城県 山元町 2014.10.18-10.21 167 81

5 第⼆回 記憶の街WS in ⼤島 宮城県 気仙沼市 2012.05.04-05.05 97 459 25 記憶の街WS in 女川 宮城県 女川町 2014.11.24-11.30 287 251

6 記憶の街WS in ⼤槌町 岩手県 ⼤槌町 2012.06.16-06.24 270 182 26 第３回 記憶の街WS for 浪江町 福島県 浪江町 2015.02.21-02.27 254 226

7 記憶の街WS in 気仙沼内湾 宮城県 気仙沼市 2012.09.22-09.30 1064 969 27 記憶の街WS for 富岡 福島県 富岡町 2015.06.01-06.07 358 776

8 記憶の街WS in ⽥野畑 岩手県 ⽥野畑村 2013.01.08-01.13 240 861 28 記憶の街WS in ⼤槌町 安渡地区 岩手県 ⼤槌町 2015.07.26-08.01 189 213

9 第１回 記憶の街WS for 浪江町 福島県 浪江町 2012.02.22-02.26 450 810 29 記憶の街WS for ⼤熊町 福島県 ⼤熊町 2015.10.11-08.18 266 1440

10 記憶の街WS in 山⽥町 岩手県 山⽥町 2013.03.13-03.20 312 336 30 記憶の街WS for 双葉町 福島県 双葉町 2015.11.30-12.06 50 514

11 記憶の街WS in ⽥⽼ 岩手県 宮古市 2013.04.09-04.12 648 771 31 記憶の街WS in 新地町 福島県 新地町 2016.01.10-01.16 321 511

12 記憶の街WS in ⼤槌 岩手県 ⼤槌町 2013.05.13-05.19 810 836 32 記憶の街WS in いわき・久之浜 福島県 いわき市 2016.01.10-01.16 94 179

13 記憶の街WS in 釡⽯ 岩手県 釜⽯市 2013.06.01-06.07 698 956 33 記憶の街WS for 楢葉 福島県 楢葉町 2016.08.29-09.04 292 410

14 記憶の街WS in ⼤船渡 岩手県 ⼤船渡市 2013.08.05-08.11 447 427 34 記憶の街WS in 鵜住居 岩手県 釜⽯市 2016.09.22-09.28 347 998

15 記憶の街WS in 陸前高⽥ 岩手県 陸前高⽥市 2013.09.02-09.08 1669 1993 35 記憶の街WS in ⼤川地区-釜⾕・間垣地区 宮城県 ⽯巻市 2016.11.21-11.26 247 765

16 記憶の街WS in 島越 岩手県 ⽥野畑村 2013.09.30-10.06 200 203

17 記憶の街WS in 小本 岩手県 岩泉町 2013.11.04-11.10 206 274

18 記憶の街WS in 野⽥村 岩手県 野⽥村 2013.12.02-12.08 221 528 37 記憶の街WS in ⼤川地区 宮城県 ⽯巻市 2017.08.10-08.16 443 575

19 第２回 記憶の街WS for 浪江町 福島県 浪江町 2014.02.05-02.11 688 445

20 記憶の街WS in 志津川 宮城県 南三陸町 2014.05.19-05.25 534 572

996

38 記憶の街WS in 只越 宮城県 気仙沼市
2017.08.10-08.12
2017.08.17-08.19

126 137

36
記憶の街WS in ⼤川地区-⻑⾯・尾崎地区

記憶の街WS in ⼤川地区
宮城県 ⽯巻市 2017.03.12-03.14 684
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図 1 つぶやきの経年変化分析 

 

 

5． 岩手県の「つぶやき」にみる地域類型 
(1)対象地域 

岩手県と宮城県，福島県を比較し，記憶の街 WSの開催

地域毎の証言数の最低値が最も高いことから，今回岩手

県を研究対象地域とする．「つぶやき」の証言数が WSご

とに 200 以上あり，震災から経年 2 年以降に記憶の街 WS

が 13 回 12 地域において行われているため研究対象地域

とした(表 1)．また，No.6と No.12の記憶の街 WSは町方

地区の模型を用いて行われ，No.28 の記憶の街 WS は安渡

地区の模型を用いて実施されたため，前者を大槌町町方

地区として「つぶやき」をまとめる． 

 

(2)「つぶやき」の分析データ生成 

「つぶやき」に出現した名詞がそれぞれの地域の特徴

を表していると仮定し，その名詞により地域を類型とし

て数パターンにまとめる．動詞に関しては共通項が多く

特徴を表すものとして不十分だと考え，本研究では名詞

に限定した． 

まず，類型を出すにあたりデータの整理を行う．原文

のまま名詞が抜かれるため，ほぼ同じ意味の言葉が別の

言葉として出力されている．また，発話者が地域から想

起される記憶を分析するため，地域自体の説明に用いら

れる名詞が本研究に相応であるとする．以上の理由で以

下の操作を行った． 

①「お祭り」や「祭り」，「祭」などほぼ同じ意味で

あるが別の名詞として出力されたものの統合． 

②「上」や「付近」などその名詞そのものに具体性が

ないものの削除． 

③「昔」や「毎年」など時間や期間を表す名詞の削除． 

④「子供」や「大人」といった人を表す名詞の削除． 

⑤地名の削除． 

⑥施設名やイベント名など地名以外の固有名詞の一般

化． 

 その結果として，地域毎に名詞とその出現数のデータ

セットを作成した．それぞれの地域において最低でも出

現数が 5つになるように，証言数に対して 2％以上の出現

率のあった名詞を対象としている．また，類型として共

通要素を重視するために出現率が 12地域において総和が

5％以上になるものを分析するデータとして採用した．そ

して，コレスポンデンス分析を行うことにより，図 2 の

散布図が得られた． 

 

 
図 2 コレスポンデンス分析結果 

 
(3)地域類型 

図 2 から上のほうに漁や工場，船など仕事としての特

徴があると捉えることができる．また下のほうには，散

歩や通り，桜など日常生活に関する特徴があると捉える

ことができる．結果として，y 軸を「仕事―日常生活」

と推測できる．そして，左のほうに部落や川，田んぼな

ど集落としての特徴があると捉えることができる．また，

右のほうに，工場や飲み屋，スーパーといった都会とし

ての特徴があると捉えることができる．結果として x 軸

を「集落―都会」と推測できる． 

このように軸をとると，図 3 のような 4 つの類型を表

すことができる． 

まず，x軸に関して，大きく 2つのグループに分けられ 

る．ｘが 1 以上に釜石市沿岸部と大船渡市中心市街地が

位置する．また，それ以外の x が 0 付近にその他の田野

畑村羅賀地区や田野畑村島越地区，宮古市田老地区，山

田町中心市街地，岩泉町小本地区，大槌町安渡地区，釜

石市鵜住居地区，野田村中心市街地，大槌町町方地区，

陸前高田市中心市街地が位置している．前者を「都市グ

ループ」，後者を「街グループ」とする．そして，街グ

ループの中でも y が 0.5 以上に田野畑村島越地区と田野

畑村羅賀地区が位置しており，ｙが 0 以上 0.5 以下に宮

古市田老地区，山田町中心市街地，岩泉町小本地区，大

槌町安渡地区が位置し，ｙが 0 未満に釜石市鵜住居地区，

野田村中心市街地，大槌町町方地区，陸前高田市中心市

街地が位置している．それぞれ前から「漁業集落グルー

プ」，「まちグループ」，「漁業とまちグループ」とす

る（図 3，4）． 

以上のように，12 の地域を「都会グループ」，「漁業

中心の街グループ」，「漁業と日常生活の街グループ」，

「日常生活の街グループ」と分けられた． 

 

 

6． まとめ 
「失われた街」模型復元プロジェクトの記憶の街 WSによ

り得られた「つぶやき」にテキストマイニングを用いる 
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図 3 地域類型分け結果 

 
図 4 記憶の街 WS地域写真と類型 

 

 

ことによって，岩手県の 12地域で集めた 8,478の「つぶ

やき」を同時に分析できた． 

記憶の街 WSのデータは，震災から 1年目のみ被災の特

徴が大きく表れ，2 年目以降はほぼ一定に被災前の特徴

が表れるということが明らかにになった． 

岩手県における記憶の街 WSを行った地域に対し「つぶ

やき」にコレスポンデンス分析を用いることによって，

地域の包括的な特徴として「仕事―日常生活」軸と「集

落―都会」軸を読み取ることができた．さらに，その地

域を「漁業集落グループ」と「漁業とまちグループ」，

「まちグループ」，「都市グループ」の 4 種類に地域類

型を分けることができた．今後は同じ地域類型に分類さ

れた地域がどのような被害を受け，どのような復興して

いるのか，経験を共有し視野を広げることが地域文脈の

断絶の緩和につながると考える．そのような検証は今後

の課題とする． 

また，今回は「つぶやき」に関しては場所が特定でき

るものとできないものがあったため，場所についての分

析は行わなかった．場所の情報も加えて分析することに

よって，地域特性と被害状況と照らし合わせることが必

要であると考える．また，「記憶の旗」にも同様の分析

を行い，データとしての特徴を明らかにすることを今後

の課題とする． 
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	007_論文本体
	A-1_042井出明
	A-2_006志垣智子
	A-3_008清水智
	A-4_ 017山田雅行
	A-5_ 012柳父行二
	A-6_ 013千葉啓広
	A-7_ 014落合努
	A-8_ 016寅屋敷哲也
	A-9_ 024中谷典正
	A-10_049土屋康広
	A-11_028川見文紀
	A-12_053高橋幸宏
	B-1_019藤本慎也
	B-2_033南貴久
	B-3_010湯井恵美子
	B-4_001池田浩敬
	B-5_002松下哲明
	B-6_ 009佐藤翔輔
	B-7_ 023藤原宏之
	B-8_050市古太郎
	B-9_ 021辻岡綾 
	B-10_007四登夏希
	B-11_018倉田和己
	B-12_ 025松川杏寧
	003_原耕平
	004_三浦弘之
	005_北川夏樹
	011_松丸亮
	015_小山真紀
	027_内谷靖
	029_志手壮太郎
	030_金玟淑
	031_紅谷昇平
	035平木繁
	036_高原耕平
	039_田代和加
	040_鈴木雄太
	041_南沢修
	043_飯塚明子
	044_Yamato,Yuya
	045_阿部郁男
	046_倉本啓之
	047_森太郎
	048_中井智基
	051_荏本孝久
	052_宮定章
	054_宇野宏司

	008_奥付

